
観る⑳≪る
磨緯る

千葉県立美術館報

VOし.21 Nol

(通巻72号)

平成6年5月10日発行

編集・発行人 木村 卓

〒260

千葉市中央区中央港1丁目10割号

密043-242-8311 (代表)

カルロ・カッラ「海辺の小屋」 1929年

(特別展「イタリア・謎と神話」出品)

カ
ル
ロ
・
カ
ッ
ラ

(
一
八
八
一
̃
一
九
奈
)

は
、
一
九
二
一
年
頃
か
ら
ル
ネ
サ
ン

ス
初
期
の
フ
レ
ス
コ
画
の
影
響
が
見

ら
れ
る

「
魔
法
の
写
実
主
義
」

や

「
神
話
的
写
実
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
カ

ッ
ラ
独
自
の
様
式
を
創
造
し
、
ま
た

イ
タ
リ
ア
美
術
が
最
高
の
調
和
を
保

っ
て
い
た
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
に
い
た
る
完
璧
な
技
術
や
偉

大
な
思
想
を
な
つ
か
し
み
、
古
代
職

人
の
よ
う
な
名
人
芸
的
手
腕
を
取
り

戻
そ
う
と
し
た
伝
統
回
帰
傾
向
の
ノ

ヴ
エ
チ
ェ
ン
ト

(
一
九
〇
〇
年
代
派
)

の
中
心
的
作
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

こ
の
作
品
は
、
形
而
上
絵
画
の
謎

め
い
た
雰
囲
気
を
残
す
独
自
の
様
式

に
、
遠
近
感
を
取
り
入
れ
た
、
新
た

な
展
開
を
示
す
作
例
の
ひ
と
つ
で
す
。

カ
ッ
ラ
は
、
一
九
一
〇
年
に
未
来

派
宣
言
に
も
署
名
し
、
前
衛
的
な
表

現
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

古
典
的
表
現
へ
の
関
心
を
示
し
は
じ

め
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ
と
と

も
に
形
而
上
絵
画
に
取
り
組
み
幾
つ

か
の
作
品
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
イ
タ
リ
ア
近
代
美
術
の
初
期
を

形
成
す
る
未
来
派
や
形
而
上
絵
画
の

運
動
を
体
験
し
た
後
、
ノ
ヴ
エ
チ
ェ

ン
ト
に
も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
的
な
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
カ
ッ

ラ
は
、
い
つ
も
流
派
や
運
動
を
こ
え

た
存
在
で
し
た
。

(
三
浦

拓
郎
)



みる・かたる・つくる

県民の日

諦念事業

イ
タ
リ
ア
・
謎
と
神
話
i
一
九
三
〇
年
・
六
〇
年
・
九
〇
年
の
絵
画
-

9
4
・
5
・
1
4
(
土
)
-
6
・
1
9
(
日
)

イ
タ
リ
ア
二
十
世
紀
美
術

イ
タ
リ
ア
は
約
三
千
年
と
い
う

長
い
歴
史
を
持
つ
文
化
国
家
で
あ

り
、
十
九
世
紀
未
に
近
代
国
家
と

し
て
統
一
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

イ
タ
リ
ア
の
二
十
世
紀
美
術
が
、

展
開
す
る
場
に
お
い
て

「
伝
統
」

と

「
革
新
」

の
両
者
は
、
互
い
に

深
く
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
存
在

し
、
外
見
上
矛
盾
し
な
が
ら
も
強

く
結
合
し
て
き
ま
し
た
。

系
統
的
な
関
係
の
中
で
発
展
を

と
げ
て
き
た
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
と

は
異
な
り
、
イ
タ
リ
ア
で
は
同
時

期
に
性
格
の
違
う
流
れ
が
あ
り
、

ひ
と
つ
の
系
統
の
中
で
語
る
こ
と

は
出
来
な
い
、
様
々
な
流
れ
が
複

雑
に
絡
み
あ
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
芸
術
活
動
の
場
も
フ
ラ
ン
ス

な
ら
パ
リ
に
集
中
し
て
い
ま
す
が
、

イ
タ
リ
ア
は
ロ
ー
マ
と
ミ
ラ
ノ
と

い
う
二
大
都
市
の
ほ
か
、
ト
リ
ノ
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

ナ
ポ
リ
と
い
っ
た
都
市
で
も
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
多
様

性
は
国
家
統
一
以
前
か
ら
の
都
市

国
家
の
伝
統
で
あ
り
、
地
域
主
義

的
傾
向
を
強
く
残
し
な
が
ら
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
の
特
徴
と

し
て
革
新
性
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
革
新
的
表
現

が
モ
チ
ー
フ
や
技
法
な
ど
に
お
い

モランデイ「静物」 1947

デ・キリコ「副闘牛士」 1933

シピオーネ「修道女たち」 1933

て
伝
統
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
も
の
で
な
く
、
そ
の

伝
統
性
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
な

が
ら
革
新
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
芸
術
様
式
を
否
定
す
る

こ
と
に
よ
り
現
代
的
な
主
題
を
追

い
求
め
て
き
た
世
界
の
現
代
美
術

の
動
向
と
は
単
純
に
同
一
視
出
来

な
い

「
イ
タ
リ
ア
ら
し
さ
」

を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、

イ
タ
リ
ア
の
数
千
年
に
お
よ
ぶ
伝

統
の
重
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
受
容
と
反
発
が
現
代
と
絡
み
合

ブツリ「袋」 1956

っ
て
出
て
く
る
姿
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
伝
統
性
と
革
新
性
が

共
存
し
刺
激
し
あ
い
、
新
し
い
表

現
を
生
み
出
し
て
き
た
特
徴
的
な

年
代
と
し
て
、
国
際
的
動
向
か
ら

離
れ
、
伝
統
を
見
直
す
独
自
の
展

開
を
み
せ
た
《
九
三
〇
年
頃
と
、

逆
に
国
際
的
傾
向
と
連
動
し
な
が

ら
革
新
的
な
傾
向
を
見
せ
た
一
九

」
ハ
○
年
頃
、
そ
し
て
伝
統
を
踏
ま

え
つ
つ
新
し
い
表
現
を
探
る
一
九

九
〇
年
頃
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

展
覧
会
に
つ
い
て

イ
タ
リ
ア
二
十
世
紀
美
術
を
伝

統
性
と
革
新
性
と
い
う
視
点
で
と

ら
え
、
「
一
九
三
〇
年
」

「
一
九

六
〇
年
」

二
九
九
〇
年
」

の
二

部
門
に
分
け
、
四
十
作
家
八
十
.

点
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
一
九



ビアンキ「無題」 1993

★
開
館
時
同

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
二
十
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

月
曜
日
休
館

★
観
覧
料

一
般
七
〇
〇
円

(
四
〇
〇
円
)

高
・

大
学
生
四
〇
〇
円

(
二
五
〇
円
)
、

常
設
収
蔵
作
品
展

三
〇
年
の
部
門
で
は
と
く
に
具
象

的
絵
画
に
焦
点
を
あ
て
一
九
二
五

年
か
ら
一
九
三
五
年
に
か
け
て
制

作
さ
れ
た
十
五
作
家
の
作
品
三
十

点
を
、
一
九
六
〇
年
の
部
門
で
は

革
新
的
絵
画
に
焦
点
を
あ
て
一
九

五
五
年
か
ら
一
九
六
五
年
に
か
け

て
制
作
さ
れ
た
十
五
作
家
の
作
品

三
十
二
点
を
、
そ
し
て
一
九
九
〇

年
の
部
門
で
は
▲
九
八
〇
年
後
半

か
ら
活
躍
し
て
い
る
十
作
家
の
平

面
作
品
十
九
点
を
展
示
し
ま
す
。

(
三
浦

拓
郎
)

小
・
中
学
生
二
〇
〇
円

(
七
〇
円
)

(

)

内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体

料
金

六
月
十
五
日
の

「
県
民
の
日
」

は

無
料
に
な
り
ま
す
。

美

術

講

演

会

みる・かたる・つくる

アルカンジェロ「月が沈む」 1993

本
年
度
は
、
各
展
覧
会
に
併
せ

て
美
術
講
演
会
を
四
回
実
施
す
る

予
定
で
す
。
特
別
展
「
イ
タ
リ
ア

・
謎
と
神
話
」
-
一
九
一
二
〇
年
・

六
〇
年
・
九
〇
年
の
絵
画
-
の
開

催
期
間
中
に
お
け
る
講
演
会
を
御

案
内
し
ま
す
。

第
l
回
美
術
講
演
会

日
時

五
月
二
十
八
日
(
土
)
二
時

演
題

「
イ
タ
リ
ア
の
近
代
美
術

の
特
色
」

講
師

井
関
正
昭
氏(

美
術
評
論
家
)

※
会
場
は
本
館
講
堂
で
参
加
者
は

二
〇
〇
名
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

聴
講
料
は
無
料
で
当
日
先
着
順
で

す
。

本
年
度
常
設
収
蔵
作
品
展
は
、

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
版
画
等
の
作
品
を
、
年
間
を

通
じ
十
一
の
テ
ー
マ
に
よ
り
、
順

次
展
示
し
ま
す
。

①
「
新
収
蔵
作
品
」
、
②
「
宮

之
原
課
の
陶
芸
」

四
月
一
日

(
金
)

̃
五
月
八
日

(
日
)

は
終
了
し
ま

し
た
が
、
近
代
日
本
洋
画
の
先
駆

者
・
浅
井
忠
の

「
小
丹
波
村
」
、

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
日
本
近
代
洋
画

の
関
わ
り
に
お
い
て
重
要
な
位
置

を
占
め
る
フ
ラ
ン
ス
大
画
家
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
オ
ー
キ
ャ
ス
ト
・
ラ
ヴ

ィ
工
の

「
モ
レ
ス
テ
ル
風
景
」

を

は
じ
め
、
版
画
の
深
沢
幸
雄
「
伝

説
」
、
染
織
の
二
口
志
保
子

「
緑

の
頃
」
、
書
の
高
澤
南
総
「
塾
に

瀞
ぶ
」

な
ど
、
平
成
五
年
度
新
た

に
収
蔵
し
た
作
品
と
、
日
展
等
で

活
躍
し
、
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞

し
た
本
県
を
代
表
す
る
陶
芸
家
・

宮
之
原
謙
の

「
盛
上
磁
葡
萄
唐
草

壷
」
、
「
彩
地
盛
運
薬
草
文
壷
」

等
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

③
「
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
浅
井

忠
」
五
月
十
四
日

(
土
)

̃
六
月

十
九
日

(
日
)

で
は
、
佐
倉
市
出

身
の
洋
画
家
・
浅
井
忠
の
秀
作

「
藁
屋
根
」

や
「
沢
入
駅
」
、
そ
の

師
で
あ
り
、
日
本
で
最
初
の
本
格

的
な
美
術
教
育
を
行
っ
た
イ
タ
リ

ア
大
画
家
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン

タ
ネ
ー
ジ
の
大
作
「
十
月
、
牧
場

の
夕
べ
」

や
、
来
日
中
に
制
作
し

た
デ
ッ
サ
ン
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

④

「
石
井
林
響
の
日
本
画
」
、

⑤
「
浜
口
陽
三
・
深
沢
幸
雄
の
版

画
」
、
⑥
「
素
描
の
世
界
」

六
月

一
一
十
五
日

(
土
)

̃
七
月
十
七
日

(
日
)

は
、
文
展
、
帝
展

(
現
日

展
)

等
で
活
躍
し
、
異
色
の
作
家

と
し
て
知
ら
れ
る
千
葉
市
出
身
の

日
本
画
家
・
石
井
林
饗
の
作
品
と
、

現
在
活
躍
中
の
本
県
を
代
表
す
る

二
人
の
版
画
家
・
浜
口
陽
三
、
深

沢
幸
雄
の
作
品
と
、
い
き
い
き
と

し
た
魅
力
溢
れ
る
素
描
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

⑦
「
房
総
の
染
織
」
十
一
月
十

二
日

(
土
)
-
一
月
二
十
二
日
(
日
)

で
は
、
二
日
志
保
子
を
は
じ
め
と

す
る
、
房
総
の
代
表

的
な
染
織
家
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

⑧
「
描
か
れ
た
房

総
」
十
一
月
二
十
六

日

(
土
)

̃
一
月
二

十
二
日

(
日
)

は
、

写
生
地
と
し
て
名
高

く
、
多
く
の
画
家
が

訪
れ
、
数
々
の
名
作
の

舞
台
と
な
っ
た
房
総

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

⑨

「
水
彩
画
の
世
界
」
、
⑲

「
香
取
秀
真
、
津
田
信
夫
の
金
工
」

一
月
二
十
八
日

(
土
)

̃
二
月
二

十
六
日

(
日
)

で
は
、
み
ず
み
ず

し
い
魅
力
に
溢
れ
た
水
彩
の
技
法

に
よ
る
作
品
と
、
近
代
金
工
の
発

展
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を
残
し

た
二
大
巨
匠
、
印
旛
郡
印
西
町
出

身
の
香
取
秀
真
と
、
佐
倉
市
出
身

の
津
田
信
夫
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。本

年
度
の
最
後
は
、
⑪
「
浅
井

忠
」

三
月
四
日

(
士
)

̃
三
月
二

十
六
日

(
日
)

に
よ
り
、
浅
井
忠

と
そ
の
関
連
の
作
品
を
、
浅
井
忠

の
作
品
と
資
料
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派

の
作
品
、
浅
井
忠
の
弟
子
の
作
品

の
、
三
つ
の
区
分
に
よ
り
展
示
し

ま
す
。

浅
井

忠
「
小
丹
波
村
」
一
八
九
三



みる・かたる・つくる

展
覧
会
案
内

▼
特
別
展

房

総

の

美

術

本
館
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月

に
開
館
し
、
平
成
六
年
で
二
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
開
館
二
十

周
年
記
念
特
別
展
と
し
て
、
房
総

に
因
ん
だ
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
副
題
を

「
昨

日
か
ら
明
日
へ
」

と
し
、
房
総
出

身
、
あ
る
い
は
在
住
作
家
を
中
心

に
、
日
本
近
代
美
術
史
上
で
活
躍

し
た
作
家
、
美
術
の
振
興
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
作
家
、
ま
た

現
在
わ
が
国
の
美
術
界
を
リ
ー
ド

す
る
作
家
な
ど
約
二
〇
〇
名
の
代

表
的
作
品
約
三
〇
〇
点
を
展
示
し

す
る
予
定
で
す
。

房
総
は
、
わ
が
国
の
近
代
美
術

の
創
設
期
に
、
洋
画
の
浅
井
忠
や

工
芸
の
香
取
秀
真
・
津
田
信
夫
を

輩
出
し
、
ま
た
、
首
都
東
京
に
隣

接
す
る
地
理
的
要
因
か
ら
多
く
の

美
術
家
が
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
近
代
美
術
の
創

設
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
房

総
の
美
術
史
を
回
顧
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
併
せ
て
日
本
近
代
美

術
上
に
房
総
が
果
た
し
た
役
割
を

も
紹
介
し
、
明
日
へ
の
展
望
を
提

示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

出
品
作
家
に
つ
い
て
は
、
現
在

美
術
評
論
家
六
名
に
よ
り
組
織
さ

れ
た
選
考
委
員
会
で
選
考
中
で
、

ま
も
な
く
そ
の
概
要
が
で
き
る
予

定
で
す
。

な
お
本
属
は
、
内
容
・
会
期
を

二
つ
に
分
け
て
実
施
し
、
第
一
部

と
し
て
、
洋
画
・
版
画
・
彫
刻
の

三
部
門
を
七
月
二
十
三
日
(
土
)
か

ら
八
月
二
十
八
日
(
日
)
ま
で
開
催

し
ま
す
。
ま
た
第
二
部
は
、
日
本

画
・
工
手
一
千
書
の
部
門
に
焦
点
を
あ

て
て
、
九
月
三
日
(
土
)
か
ら
十
月

九
日
(
日
)
ま
で
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
有
料
で
、
会
期
中
に

講
演
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
収
蔵
作
品
紹
介

寄

贈

平
成
五
年
六
月
一
日
か
ら
平
成

六
年
四
月
三
十
一
日
ま
で
に
収
蔵

さ
れ
た
作
品
で
す
。

購

入

▼
第
1
 
8
回

千
葉
県
移
動
美
術
館

本
館
所
蔵
作
品
を
、
県
内
二
会

場
で
展
覧
し
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

実
施
し
ま
す
。
本
年
度
の
会
場
及

び
会
期
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

喜
夷
隅
町
文
化
会
館

夷
隅
郡
夷
隅
町
深
谷

一
九
六
八
-
一

十
.
月
十
八
日

(
金
)

̃

十
一
月
二
十
日

(
水
)

喜
成
田
国
際
文
化
会
館

成
田
市
土
屋
三
〇
二

十
二
月
三
日

(
土
)
-

十
二
月
十
八
日

(
日
)

〔
洋

画
〕

赤
城
泰
舘
作

「
普
陀
正
趣
亭
」

(
水
彩
一
九
二
」
〇

伸
二
点
。

浅
井
忠
作

「
小
丹
波
村
」

(
油
彩
一
八
九
二
)

他
三
点
。

石
井
光
楓
作

「
山
番
の
小
屋
」

(
油
彩
一
九
上
)

〔
版

画
〕

深
沢
幸
雄
作

「
記
録
」

(
一
九
六
五
)
、
「
胎
動

(
メ

ピ
コ
)
」

(
一
九
圭
)

他
二
十
二
点
。

基
金
取
得

第
五
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

の
大
賞
、
優
秀
賞
の
買
い
上
げ
作

品
。〔

彫

刻
〕

田
中
毅
作

「
草
枕
の
旅
」

(
石
一
九
九
三
)

中
岡
慎
太
郎
作

「
。
F
A
N
T
A
S
Y
“
」

(
石
一
九
九
二
)

次
の
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

〔
洋

画
〕

石
井
満
氏
よ
り

石
井
光
楓
作

「
初
霜
」

(
油
彩
一
九
六
叩
)

伊
藤
実
氏
よ
り

十
亀
広
太
郎
作

「
池
」

(
油
彩
一
九
五
〇
)

「
上
野
公
園
池
畔
」
「
女
」

(
一
九
二
四
)

他
水
彩
三
点

国
枝
金
三
作

「
大
阪
風
景
」

(
水
彩
一
九
〇
九
)

山
口
翼
氏
よ
り

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ヴ
ィ
エ
作

「
川
辺
」

(
鉛
筆
淡
彩
)

〔
彫

刻
〕

長
谷
川
昂
氏
よ
り

長
谷
川
昂
作

「
花
の
国
の
母
神
」

(
木
一
九
六
一
)

〔
工

芸
〕

川
上
ひ
で
氏
よ
り

川
上
祥
三
部
作

「
黄
粕
烏
紋
大
花
器
」
(
陶
芸
一
九
五
)

他
一
点
。

中
量
瑞
真
氏
よ
り

中
量
瑞
真
作

「
透
彫
菖
蒲
文
筈
」

(
彫
金
)

二
口
善
雄
氏
よ
り

二
日
志
保
子
作

「
緑
の
頃
」

(
染
織
一
九
六
一
)

「
水
面
」

(
染
織
一
九
六
し
)

「
組
織
着
物
」

他
四
点
。

宮
之
原
初
子
氏
よ
り

宮
之
原
謙
作

「
紬
巌
よ
ろ
け
縞
と
盛
上
円
壷
」

(
陶
芸
)

「
象
族
磁
サ
ボ
テ
ン
壷
」

(
陶
芸
)

〔

害

〕

千
代
倉
桜
舟
氏
よ
り

千
代
倉
桜
舟
作

「
大
王
の
ひ
す
め
の
音
も
…
」

(
塞
▲
一
生
一
)

「
宗
左
近
詩
(
縄
文
太
鼓
よ
り
)
」

(
塞
一
九
九
二
)

中
村
象
閣
氏
よ
り

中
村
象
間
作

「
万
葉
二
首
」

(
塞
一
九
誼
)

笠
原
鉄
明
作

「
帰
る
日
」

(
木
一
九
九
二
)

「
桐
経
箱
」

伸
二
点
。

富
取
町
子
氏
よ
り

信
田
洋
作

(
木
一
先
)
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か
た
る
・
つ
く
る

館
長
あ
い
さ
つ

情
報
資
料
室
だ
よ
り

つくるるたかるa

こ
の
四
月
一
日
に
館
長
に
就
任

し
ま
し
た
木
村
卓
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
本
美
術
館
は
、
昭
和
四

十
九
年
度
に
開
館
し
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
は
丁
度
開
館
二
十
周
年
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
二
十
年
の

歴
史
の
重
み
を
踏
ま
え
、
よ
り
良

き
美
術
館
を
日
ざ
し
、
そ
し
て
皆

様
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
美
術
館
は
、
開
館
以
来
、
総

合
的
な
美
術
館
活
動
の
推
進
を
図

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

と
し
て
、
近
・
現
代
美
術
及
び
千

葉
県
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
や
関

係
資
料
を
体
系
的
に
収
集
し
、
収

蔵
作
品
及
び
常
設
展
の
充
実
化
を

図
る
一
方
、
特
別
展
や
企
画
展
を

開
催
し
て
国
内
外
の
美
術
の
紹
介

収
蔵
作
品
に
よ
る
巡
回
展
、
洋
画

や
彫
刻
の
全
国
公
募
展
な
ど
多
彩

な
展
覧
会
を
実
施
、
そ
し
て
、
展

覧
会
に
関
連
し
た
美
術
講
演
会
や

創
造
す
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
実
技
講
座
な
ど
の
普
及
事

業
を
行
い
、
さ
ら
に
、
美
術
関
係

図
書
や
ビ
デ
オ
を
備
え
た
情
報
資

料
室
や
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
従
来
の
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
が
、
特
に
、
特

別
展
に
つ
い
て
は
、
国
際
展
と
し

て
、
二
十
世
紀
イ
タ
リ
ア
美
術
の

流
れ
を
概
観
す
る

「
イ
タ
リ
ア
・

謎
と
神
話
」

の
ほ
か
、
開
館
二
十

周
年
記
念
展
と
し
て
明
治
か
ら
今

日
ま
で
の
千
葉
県
主
要
作
家
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
展
覧
会

「
房

総
の
美
術
」

を
第
一
部
、
第
二
部

に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
御

観
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
…

今
後
、
一
層
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
美
術
館
に
な
る
よ
う
邁
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

御
指
導
・
御
支
援
の
程
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
町
小
用
i
i
i
〇
回
小
画
面
両
店

●
購
入
図
書
の
御
紹
介

◇
平
成
五
年
十
月
以
降
に
購
入
し

た
主
な
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
作
品
集

「
石
井
鶴
三
素
描
集
第
3
巻
」

「
江
戸
蒔
絵
図
譜
」

「
現
代
日
本
の

野
外
彫
刻
」

「
鹿
子
木
孟
郎
画
集
」

「
N
H
K
日
曜
美
術
館

幻
の
画

家
・
回
想
の
画
家
1
̃
5
」

ほ
か

□
美
術
評
論

「
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
芸
術
」

「
小
山

正
太
郎
先
生
」

「
河
北
倫
明
美
術

時
評
集
第
4
巻
」

「
森
の
掟
」

「
美
術
館
と
は
何
か
」

「
美
術
雑
誌

明
星

復
刻
版

(
第
二
次
)
」

「
高
村
豊
周
文
集
Ⅲ
」

ほ
か

●
寄
贈
図
書
・
図
録
の
御
紹
介

◇
千
葉
市
在
住
の
鈴
木
満
平
さ
ん

か
ら
図
書
約
二
一
〇
冊
を
頂
き
ま

し
た
。
以
下
は
主
な
図
録
で
す
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
ア
リ
ズ
ム
展
」

「
パ
ナ
マ
レ
ン
コ
展
」

「
デ
ィ
マ

シ
オ
展
」

「
ウ
ィ
ー
ン
幻
想
派
展
」

「
岩
橋
英
遠
展
」

「
大
北
斉
展
」

「
下
村
観
山
展
」

「
小
堀
四
郎
展
」

「
上
村
松
国
展
」

「
山
本
芳
翠
の

世
界
展
」

「
小
倉
遜
色
展
」

ほ
か

◇
茂
原
市
在
住
の
小
川
克
己
さ
ん

か
ら
図
書
六
冊
と
美
術
・
写
真
雑

誌
約
八
十
冊
を
頂
き
ま
し
た
。
頂

い
た
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。

「
ド
ア
ノ
ー
写
真
集
1
̃
4
」

「
土
門

挙

手
-
ぼ
く
と
酒
田
」

「
商
業
写
真
と
特
殊
技
術
」

◇
昨
年
度
、
全
国
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
主
な
図
書
は
以
下
の
通
り
で
す
。

□
全
集
・
年
鑑
・
団
体
史
等

「
日
本
美
術
院
百
年
史
1
4
巻
」

「
長
野
県
美
術
全
集
8
」
「
日
本
美

術
全
集
2
4

近
代
の
美
術
Ⅳ
」

「
日
展
史
2
3
」

「
日
本
美
術
年
鑑

平
成
3
年
度
、
4
年
度
」

ほ
か

□
美
術
教
育
・
評
論
・
随
筆
等

「
水
彩
の
指
導
」

「
大
分
の
近
代

美
術
」

「
西
洋
美
術
読
本
」

「
神

楽
暁
子
が
き
こ
え
る
」

「
彫
刻
に

触
れ
る
と
き
」

ほ
か

ロ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
東
京
周
辺
の
美
術
館
」

「
ち
ば

の
博
物
館
」

「
ロ
ン
ド
ン
お
も
ち

ゃ
模
型
博
物
館
」

ほ
か

□
作
品
集

「
五
十
嵐
幹
日
本
画
作
品
集
」

「
中
村
貞
夫
画
集
6
」
「
早
川
義
孝

作
品
集
」

「
森
掬
生
画
集
」

「
朝

井
関
右
衛
門

不
動
明
王
画
集
」

「
長
谷
川
良
雄
画
集
」

「
原
勝
郎

画
集
」

「
三
木
貞
夫
作
品
集
」

「
彫
刻
家

伊
藤
忠
義
」
「
宇
部
の

彫
刻
」

「
菅
原
安
男
作
品
集
」

「
終
わ
り
の
な
い
物
語
」
「
万
葉
叙

情
小
暮
昔
風
善
作
集
」

「
日
高
誠

実
遺
墨
集
」

「
関
根
薫
園
喜
作
集
」

「
桑
原
翠
邦
作
品
集
」

ほ
か

貴
重
な
資
料
を
寄
贈
さ
れ
た
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
情
報
資
料
室
に
は
特
別
展
「
イ

タ
リ
ア
・
謎
と
神
話
」

に
関
連
し

た
図
書
、
図
録
も
あ
り
ま
す
の
で

御
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
開
室
自

火
̃
金
曜
日

(
祝
日

休
館
日
を
除
く
)

十
二
時
二
十

分
̃
四
時
二
十
分
。
貸
出
し
、
コ
ピ

ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

個
別
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

平
成
五
年
度
新
た
に
二
台
の
ビ

デ
オ
ブ
ー
ス
を
増
設
し
、
あ
わ
せ

て
三
台
が
県
民
ア
ト
リ
エ
ホ
ー
ル

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
は
、
美
術
作
家

シ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、
美
術
鑑
賞
の

方
法
、
伝
統
工
芸
シ
リ
ー
ズ
な
ど

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
対
象
と
し
、

常
時
四
十
本
の
巾
か
ら
視
聴
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
は
順
次

入
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
隣
接
す
る
情
報
資
料
室

と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



みる・かたる・つくる

◆
日
本
画
講
座

会
期

6
月
1
 
49

確
‖
=

「
へ
し

あ
ん
な
い

実
技
講
座
(
6
月
以
降
)

職

員

異

動

5112貞
U

締定内諾
切員容師

2
i

2
i

(
1
 
2
日
間
)

斉
藤

惇
氏

静
物
・
風
景

帖
名

5
月
3
 
1
日
(
火
)

1
 
6
・
1
 
8
・

2
 
2
・
2
 
4
・

2
8
・
2
9
日

◆
版
画
講
座

会
期

7
月
5
・
6

1
0
・
1
2

1
6
・
1
7

(
1
2
日
間
)

8
・
9
・

1
 
3
・
1
 
4
・

1
 
9
・
2
 
0
日

座講工全

定
員

訓
名

締
切

1
0
月
4
日
(
火
)

◆
書
芸
講
座

会
期

Ⅱ
月
9
・
1
0
・
Ⅱ
日

(
3
日
間
)

講
師

中
村
象
閥
氏

定
員

2
5
名

締
切

u
月
1
6
日
(
水
)

平
成
五
年
度
末
人
事
異
動
に
よ

り
、
次
の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

◆
退
職
者

白
石

竹
雄

◆
転
出
者

米
田

耕
司

所

甚
一

◆
金
工
講
座

会
期

1
月
1
 
84

ハ
ノ
ー

○
○2

1
 
9
・
2
0
・
2
 
1

5リ〕l明椅

2
6
・
2
7

大
久
保

寺

締定内諾
切貝容師

増
田
陽
一
氏

銅
版
画

2
0
名

6
月
2
 
1
日
(
火
)

◆
彫
刻
講
座

会
期

9
月
1
・
2
・
3
・
6
・

7
・
8
・
9
・
1
 
0
・

1
3
・
1
4
日

(
1
0
日
間
)

縦走内諾
切員容師

2
月
l
・
2
日

(
1
 
2
日
間
)

小
林
正
利
氏

鋼
板
レ
リ
ー
フ

1
5
名

1
月
5
日
(
木
)

葛
生

久
雄

渡
遽

利
子

陶 芸 講 座

網走内読
切員容師

石
橋

亘
氏

石
彫

1
5
名

8
月
1
 
8
日
(
木
)

◆
陶
芸
講
座

会
期

1
 
0
月
1
 
8
・
1
 
9

2
0
・
2
1

1
 
1
月
2
2
・
2
 
9
・

1
 
2
月
了
日

(
7
日
間
)

講
師

鉾
田
和
平
氏

内
容

茶
碗
・
花
瓶

《
申
込
方
法
)

往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
(
は
が
き
一
枚
に
つ
き

一
名
)

美
術
館
普
及
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
を
越
え
た
場
合
に

は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

安
西

寿
子

◆
転
入
者

木
村

卓

桐
谷

正
義

(
館
長
)

(
主
任
学
芸
員
兼

学
芸
課
長
←
安

房
博
物
館
長
)

(
庶
務
課
長
←
教

育
庁
学
校
教
育

部
教
育
計
画
課

主
査
補
)

(
研
究
員
←
上
総

博
物
館
学
芸
課

長
)

(
副
主
査
←
教
育

庁
管
理
部
福
利

課
主
査
補
)

(
主
任
主
事
←
県

総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
主
任
主
事
)

(
主
事
←
東
葛
飾

支
庁
船
橋
県
税

事
務
所
主
事
)

(
県
立
幕
張
西
南

等
学
校
長
←
館

長
)

(
教
育
庁
生
涯
学

習
部
振
興
課
主

幹
(
派
)
県
社
会

教
育
施
設
管
理

財
団
事
務
局
長

←
副
館
長
兼
庶

務
課
長
)

濱
田

芳
久

(
茂
原
市
立
早
野

中
学
校
教
諭
←

研
究
員
)

幅

大

(
中
央
博
物
館
主

任
技
師
←
主
任

技
師
)

大
堀

昭
一

(
県
教
育
庁
生
涯

学
習
部
体
育
課

主
任
主
事
←
主

任
主
事
)

横
田

秀
樹

(
県
教
育
庁
山
武

地
方
出
張
所
主

事
←
主
事
)

川
内

啓
子

(
県
総
務
部
財
政

課
主
事
←
主
事
)

く交通案内〉
● J R総武線「千葉駅」より「千葉ポートタワー行」

バス15分「美術館・郵便局前」下車徒歩l分

● J R京葉線「千葉みなと」駅下車徒歩8分

JR 京葉線 京成電鉄 JR総武線 

千葉港 千葉ポ‡ 

子芸県立美術館 

室東京 至上野 至東京 

千 

葉 銀 

新 

千葉 

干葉みなと 
行 ● 

千 葉 

園 田 

ト璃 
京成干葉 

惟成田 
三〇 十∴

∵ 中央郵便局 

至 
葬 ii 盈紹馴 


